
令和８(2026)年度上下水道局当初予算について 資料２

１ 上下水道事業を取り巻く現状と３つの課題

Ⅰ 人口減少 Ⅱ 施設の老朽化 Ⅲ 気候変動・自然災害

気候変動・自然災害への対応

ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙの実現 [協奏部局:環境部]

強靭化・流域総合水管理の推進 [協奏部局:建設部、総務部] 暮らし・笑顔

選ばれるまち

暮らし・笑顔選ばれるまち

雨水幹線整備

持続可能な経営基盤の確立・強化

経営の健全化(料金外収入の確保) [協奏部局:財務部、文化スポーツ部]

経営の効率化 [協奏部局:財務部]

官民連携の推進 [協奏部局：総務部、環境部]

老朽化対策の推進 [協奏部局:建設部、総務部]

[拡]クラウトﾞ型ＩｏＴ遠隔漏水監視システム 13,050千円

DXの推進 [協奏部局:政策開発部]

経済活性化

経済活性化

暮らし・笑顔

選ばれるまち

暮らし・笑顔

【上下水道局庁舎北側敷地貸付】

デンソーエアリービーズ練習用体育館完成パース
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万㎥【水道】給水人口・給水量・有収水

量

給水量 有収水量 給水人口
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万㎥

汚水処理水量 有収水量 下水道処理区域内人口
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【水道】管路の老朽化の状況

管路経年化率（郡山市）

管路経年化率（全国）

管路経年化率（類似団体）

5.8 

6.6 
7.3 7.5 

8.6 

5.7 

6.5 

7.6 

8.7 

5.6 

6.4 

6.8 

7.7 

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

R2 R3 R4 R5 R6

【下水道】管渠の老朽化の状況

管渠経年化率（郡山市）

管渠経年化率（全国）

管渠経年化率（類似団体）

％

～次世代へつなぐ持続可能な水循環社会の創造～

【下水道】下水道処理区域内人口・
汚水処理水量・有収水量

近年の全国の降雨の状況

％

【公共下水道面整備DBｽｹｼﾞｭｰﾙ】

施設名
令和6

(2024)年度

令和7

(2025)年度

令和8

(2026)年度

令和9

(2027)年度

令和10

(2028)年度

富田東地区

御前南地区 事業者選定

設計・施工

設計・施工

事業者選定

－１－

[拡]資産の有効活用（賃貸収入） 65,335千円

【４０年を経過】

№1急速ろ過池

（Ｓ５１）

№3薬品

沈でん池

（Ｓ５３）

№4傾斜板

薬品沈でん池

（Ｈ２４）

№2急速ろ過池

（Ｈ１）

№2薬品沈でん池

（Ｓ４９）

№1薬品沈でん池

（Ｓ４５）

№1浄水池

（Ｓ４５）

№2浄水池

（Ｓ４９）
№1後塩素

混和池

（Ｓ５０）

№1,2,3

緩速ろ過池

（Ｓ４５）

№3

急速ろ過池

（Ｈ２４）

管理棟

（Ｓ４９）
※耐震補強

（Ｈ１６）

薬注棟

（Ｓ４５）
※耐震補強

（Ｈ１６）

着水井

混和池

（Ｈ２４） 濃縮槽

（Ｓ５３）

排泥池

（Ｓ５３）

№1

排水池

（Ｓ５３）

№3浄水池

（Ｈ２３）

№2排水池

（Ｈ２４）

塩素混和池

（Ｓ４５）

脱水棟

（Ｈ１８）

後苛性

注入棟

（Ｓ４５）

流量計室

（Ｈ１）

№1,2,3

緩速ろ過池

（Ｓ４５）

２ 課題解決に向けた３つの重点施策 選ばれるまち ＝選ばれるまち 暮らし・笑顔 ＝暮らしの充実・笑顔になれるまち 経済活性化 ＝経済の活性化

R8耐震化施工

耐震化済み

【給水開始】 1971（昭和46）年
【施設能力】 122,000ｍ3/日（市内全給水量の約８割を供給）
【水 源】 猪苗代湖（浜路取水場、上戸頭首工）、逢瀬川

堀口浄水場

[新]湖南地区公共下水道の計画区域見直し 9,000千円 [継]下水道汚泥の肥料利用の推進 4,858千円

[継]料金窓口業務の包括委託 561,792千円

[新]ウォーターＰＰＰ導入準備 25,000千円

[継]河内配水場流量調整弁更新等工事ＤＢ 300,000千円

[拡]公共下水道面整備ＤＢ 1,717,200千円

[拡]下水道施設・管渠の老朽化対策(ストックマネジメント事業) 1,104,677千円

[拡]農業集落排水施設の流域下水道接続 448,400千円

[継]自然流下配水の推進(増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ場廃止) 10,000千円

[継]堀口・熱海浄水場の
更新・耐震化

1,049,260千円

[拡]小水力発電・太陽光発電の導入(民間資金活用)

[新]内水ハザードマップ作成 24,000千円

[継]下水道施設の耐水化 9,200千円

[継]雨水流出抑制施設等整備 10,300千円

[拡]水道基幹管路・
上下水道重要施設
管路の耐震化

3,349,324千円

[拡]雨水施設整備事業
2,248,600千円

(R6～R9継続費)

(R6～R10継続費)

(R7～R11債務負担行為)

(R8～R9債務負担行為)

[継]水道山小水力発電敷地(日本工営)：約29,425千円/年
[継]下水道管理センター東側敷地(星総合病院)：約2,410千円/年
[新]局庁舎北側敷地(デンソー)：33,500千円/年 [継]水道山小水力発電所：4,100ｍＷｈ

[新](仮称）河内配水場小水力発電所：1,800ｍＷｈ (見込)
[新]荒井浄水場太陽光発電所：437ｍＷｈ (見込)

*：年間発電電力
量

*

*

*

東北の鼓動 未来を奏でる 選ばれるまち 郡山



令和８(2026)年度 水道事業当初予算について
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千

収益的収入 営業収益 営業外収益 特別利益 列1

【主な増減内容】
※（）は対前年度増減額

収益的収入：8,644（57）

●営業収益：6,665（△1,270）
・給水収益：6,379（△1,295）
※料金減免相当額（△1,272）
※有収水量の減（△23）
（33,951,800㎥ 33,893,300㎥）

●営業外収益：1,979（1,327）
・雑収益：65（33）
※旧豊田浄水場敷地賃貸料（33）

・他会計負担金：1,394（1,286）
※物価高騰対応料金減免等
一般会計負担金：1,292（皆増）
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千

収益的支出
営業費用 営業外費用

特別損失 予備費（単位：百万円）

【主な増減内容】
※（）は対前年度増減額

収益的支出：7,984（132）

●営業費用：7,632（114）
・配水及び給水費：1,430（185）
※各ポンプ場設備及び漏水等配給
水施設修繕費等の増

・総係費：488（△30）
※退職給付費及び業務系システム
関連委託料等の減

●営業外費用：259（21）
・支払利息：53（△7）
・消費税等：205（28）

●特別損失：43（△3）
・過年度損益修正損
・放射線モニタリング費用

（単位：百万円）
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千

資本的収入 その他 出資金 補填財源 列1

【主な増減内容】
※（）は対前年度増減額

資本的収入：6,045（△937）

●他会計出資金：120（13）
・未給水地区解消事業企業債元利償
還金等の一般会計出資金の増

●その他：343（△62）
・他事業に伴う配水管移設工事等の
減

●補填財源：5,582（△888）
・減債積立金取崩：33（△365）
・建設改良積立金取崩等：

5,549（△523）

（単位：百万円）
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千

資本的支出 建設改良費 企業債償還金 列1

【主な増減内容】
※（）は対前年度増減額

資本的支出：6,045（△937）

●建設改良費：5,694（△890）
・配水幹線、配水管網更新事業費：

3,279（233）
※資材・人件費等の増

・堀口、熱海、荒井、柳橋４浄水場
設備更新事業費：1,551（△1,031）
※年次計画による減

・固定資産購入費：89（1）
・その他：775（△93）
※自然流下配水への転換事業費
の減：10（△70）

●企業債償還金：351（△47）
・償還元金の減

（単位：百万円）

－２－



令和８(2026)年度 下水道事業当初予算について
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千

収益的収入 営業収益 営業外収益 特別利益 列1

【主な増減内容
※（）は前年度増減額

収益的収入：9,060（△107）

●営業収益：5,936（34）
・下水道使用料：4,219（△13）
・一般会計負担金（雨水）：

1,712（49）

●営業外収益：3,122（△143）
・一般会計負担金（汚水）：

1,448（△200）
・一般会計補助金：186（26）
・退職手当負担金：22（22）
・長期前受金戻入：1,435（21）
・消費税等還付金：19（△13）

●特別利益：2（2）
・貸倒引当金戻入額
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収益的支出
営業費用 営業外費用 特別損失 列1（単位：百万円）

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

収益的支出：9,575（14）

●営業費用：8,834（16）
・管渠費、ﾎﾟﾝﾌﾟ場費、処理場費：

1,098（△127）
・給与費：420（43）
・流域下水道管理費：1,715（40）
・減価償却費：4,872（40）
・資産減耗費：369（34）
※下水道管理センターの基礎杭撤去

●営業外費用：738（1）
・支払利息：738（1）

●特別損失：3（△3）
・過年度損益修正損

（単位：百万円）
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資本的収入
負担金・分担金 補助金

出資金 企業債

補填財源 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

資本的収入：11,106（△28）

●企業債：3,849（459）
起債単独事業費の増

●他会計出資金：1,162（△357）
企業債償還元金等の減

●国県補助金：2,374（63）
補助事業費の増

●負担金及び分担金：63（△156）
他事業に伴う下水道管移設工事の減

●補填財源：3,658（△37）

（単位：百万円）
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資本的支出 建設改良費 企業債償還金 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

資本的支出：11,106（△28）

●建設改良費：6,674（317）
・管渠費：5,800（779）
※補助及び起債対象事業費の増

・ポンプ場費：291（△406）
※年次計画による減

・処理場費：39（△122）
※年次計画による減

・流域下水道費：230（64）
※流域下水道建設負担金

●企業債償還金：4,432（△345）
・償還元金の減

（単位：百万円）

－３－
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